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下舘 ハナ さん（戸呂町）

ご長寿おめでとうございます
あっぱれ！あっぱれ！1100 歳00歳

祝い状を手に笑顔のハナさん

毎日欠かさない牛乳毎日欠かさない牛乳

　
海
外
居
住
す
る
た
め
出
国
す
る

と
き
、
国
内
居
住
す
る
た
め
入
国

す
る
と
き
は
、
年
金
手
続
き
が
必

要
で
す
。

▼�

国
民
年
金
加
入
中
の
人
…
年
金

加
入
資
格
を
喪
失
し
ま
す
。
市

民
課
④
番
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

▼�

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
及
び

そ
の
配
偶
者
の
人
…
勤
務
先
を

通
じ
て
年
金
の
資
格
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い

�

■�

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
…

任
意
加
入
し
保
険
料
を
納
付
す

る
と
、
海
外
在
住
期
間
中
の
障

害
や
死
亡
に
つ
い
て
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
の
受
給
が
で
き

ま
す
。
加
入
を
希
望
す
る
場
合

は
、
市
民
課
④
番
窓
口
で
申
し

込
み
し
て
く
だ
さ
い

▼�

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
、
任

意
加
入
し
て
い
る
人
…
新
規
加

入
・
再
加
入
手
続
き
が
必
要
で

す
。
海
外
在
住
期
間
に
任
意
加

入
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

資
格
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
市
民
課
④
番

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
▼��

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
及
び

そ
の
配
偶
者
の
人
…
勤
務
先
を

通
じ
て
、
年
金
の
資
格
確
認
と

特
例
要
件
非
該
当
届
を
し
て
く

だ
さ
い

▼��

厚
生
年
金
な
ど
へ
の
加
入
ま
で

期
間
が
空
く
人
…
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
す
る
ま
で
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
市
民
課
④
番
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

赤坂 ヒメ さん （川貫）

家族と長寿を祝うヒメさん

出入国するときは年金手続きを忘れずに
問二戸年金事務所　☎0195－23ー４１１１　問市民課　☎52-211８INFO

友
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❷
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❸
岩
城
元
❹

宇
部
武
幸
❺
畠
山
一
平
❻
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喜
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崎
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❿
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山
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⓫
夏
井
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幸
⓬
大
渡

勝
幸
⓭
長
内
将
宏
⓮
前
野
忍
⓰

蒲
野
勝
明
⓱
八
木
巻
千
尋

▼�

功
績
章
…
❶
林
下
弘
幸
❹
大
沢

徹
❺
谷
崎
和
樹
❽
小
向
悟
❽
浅

水
和
夫
❾
久
世
八
一
⓫
菅
原
慶

一
⓬
新
里
明
彦
⓬
木
澤
畑
義
春

⓭
栃
元
慎
治
⓱
中
屋
敷
稔

▼���

精
練
章
…
❷
田
澤
直
樹
❷
向
直

❸
木
下
輝
和
❺
分
道
瑞
貴
❿
中

塚
正
志
⓰
出
町
孝
弘

■��

婦
人
消
防
協
力
隊
連
合
会
長
表

彰
▼
功
労
証
…
　
　
伊
川
ひ
と

み
▼�

功
績
証
…
　
　
小
林
典
子
　
　

船
渡
恵
子
　
　
伊
川
恵
利
子
　

　
伊
川
喜
美
子

▼�

精
練
証
…
　
　
川
平
永
子
　
　

大
道
さ
つ
み
　
　
坂
本
清
子

▼
感
謝
状
…
　
　
佐
々
木
政
子
　

　
　
坂
本
き
わ
子

■��

永
年
勤
続
表
彰
▼
35
年
勤
続
…

　
橋
上
智
❽
船
渡
建
治
❿
清
水

勝
義
❿
遠
川
多
喜
雄
⓮
下
畑
啓

⓯
清
水
畑
健
⓰
野
場
聡

▼�

�10
年
勤
続
…
❶
長
内
広
幸
❶
野

場
耕
輔
❶
神
田
俊
一
❶
晴
山
太

介
❺
碁
石
学
❻
工
藤
清
俊
❽
浅

水
和
夫

　
１
月
12
日
、
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

で
令
和
８
年
久
慈
市
消
防
出
初
式

を
開
催
。
消
防
団
員
や
婦
人
消
防

協
力
隊
、
約
400


人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
馬
渡
正
博
団
長
は
「
市
民
の
生

活
を
守
る
た
め
、
任
務
の
重
要
性

と
自
覚
を
新
た
に
し
、
団
結
し
て

訓
練
と
活
動
に
邁
進
す
る
こ
と
を

願
い
ま
す
」
と
訓
示
。
表
彰
や
観

閲
、
分
列
行
進
を
実
施
し
、
活
動

に
向
け
て
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
・
氏
名
の
数
字
は
分
団
名
）

■�

市
長
表
彰
▼
功
労
章
…
　
工
藤

義
伸
　
高
橋
秀
明
　
熊
谷
好
行

❶
間
孝
行
❷
村
上
伸
行
❸
田
代

公
一
❹
中
川
原
将
洋
❺
米
澤
久

男
❽
坂
上
勝
則
❾
小
袖
智
実
❾

大
久
保
幸
吉
❿
韮
山
健
有
⓫
外

舘
直
人
⓬
岡
野
友
保
⓭
長
内
将

宏
⓮
日
向
恵
一
⓰
坂
下
義
幸
⓱

小
笠
原
巨
樹

■�

消
防
団
長
表
彰
▼
機
械
器
具
管

理
優
良
分
団
表
彰
（
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
部
）
…　
　
　
　

第
14
分
団
　
　
第
１
分
団
２
部

▼�
機
械
器
具
管
理
優
良
分
団
表
彰

（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

の
部
）
…
　
　
　
　
第
10
分
団

３
部　
　
第
20
分
団

▼�

功
労
章
…　
関
添
道
行
❶
大
畑
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●本

●本

●優
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●特
に
優
良

●特
に
優
良

●優
良

●久
喜

●侍
浜

●侍
浜

●久
喜

●喜

●久
喜

●久
喜

●久
喜

●小
袖

●久

●喜

●久

●本

●本

令和８年久慈市消防出初式

１／新年の決意を胸に久慈市消防団が一斉に敬礼　
２／遠藤統監らの点検を受ける団員　３／雪空の中、
ラッパ隊の演奏を先頭に分列行進　４／沿道で市民が
見守る中、消防車両が行進　５／市長表彰（功労章）
を代表受領する工藤義伸本部副分団長　６／機械器具
管理優良分団表彰（消防ポンプ自動車の部）を受賞し
た第14分団

出
国
前
の
手
続
き

入
国
後
の
手
続
き

１

２

３４

５

６
　１月２日に100歳の誕生日を
迎えた下舘ハナさん。５日に自
宅を訪問し、お祝い金と祝い状
を贈呈。家族と長寿を喜びまし
た。
　ハナさんは軽米町の出身で、
畑仕事で体を動かし、９０歳頃ま
でゲートボールを楽しんでいた
そうです。服薬も無く、病院に
もほとんどかからないハナさん。
長寿の秘

ひ け つ

訣を家族は「規則正し
く生活し、牛乳を毎日飲んでい
ます」と語ってくれました。

　１月５日に100歳の誕生日を
迎えた赤坂ヒメさん。7日に遠
藤市長が施設を訪問し、お祝い
金とお祝い状を贈呈。家族や施
設関係者と長寿を祝いました。
　ヒメさんは保険の営業を仕事
にし、歩いてまわっていたそう
です。施設では穏やかで、いつ
もありがとうと伝えてくれると
いうヒメさん。長寿の秘

ひ け つ
訣を家

族は「土いじりが好きで、９４歳
頃まで草取りや畑仕事をしてい
たことかな」と話しました。

土いじりが好き土いじりが好き

NEWS
地域の宝の白樺林を後世に

平庭高原白樺林再生協議会報告会

報告書を掲げる阿部会長と遠藤市長

の
情
報
発
信
や
地
域
住
民
の
参
画

の
必
要
性
、
木
材
や
枝
葉
、
森
林

空
間
な
ど
白
樺
資
源
の
多
面
的
な

活
用
に
つ
い
て
も
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
同
協
議
会
の
阿
部
義
樹
会
長
は

「
白
樺
林
は
久
慈
市
の
宝
。
地
域

の
宝
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
が

れ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し

ま
す
」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
報
告
書
を
基
に
、
令
和

８
年
度
か
ら
作
業
を
進
め
る
予
定

で
す
。

 

12
月
２２
日
、
平
庭
高
原
白
樺
林

再
生
協
議
会
の
報
告
会
が
平
庭
山

荘
で
開
催
さ
れ
、
白
樺
林
を
再
生

す
る
た
め
の
提
言
を
ま
と
め
た
報

告
書
が
遠
藤
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
で
は
世
代
交
代
が
進
ま
ず
消

滅
の
危
機
に
あ
る
平
庭
高
原
白
樺

林
の
再
生
の
た
め
、
令
和
３
年
度

か
ら
森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所

に
委
託
し
、
調
査
を
開
始
。
令
和

６
年
３
月
か
ら
有
識
者
で
同
協
議

会
を
設
置
し
、
白
樺
林
の
再
生
に

向
け
た
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
報
告
会
に
は
関
係
者
約
30
人
が

参
加
し
、
報
告
書
の
内
容
を
確
認

し
ま
し
た
。
報
告
書
で
は
、
白
樺

の
生
育
の
た
め
に
、
生
育
を
妨
げ

る
笹
な
ど
の
刈
り
払
い
や
土
の
か

き
起
こ
し
な
ど
計
画
的
な
皆
伐
に

よ
る
世
代
交
代
を
進
め
る
こ
と
を

提
言
。
合
わ
せ
て
皆
伐
に
つ
い
て

12２０26.2.１号広報くじ№47813


